
岩手県中央農業改良普及センター 滝沢村駐在 伊藤 孝浩

公共牧場における集約放牧の実践

１．はじめに

近年、粗飼料自給率の向上や農家の労力軽減のた

めに公共牧場への放牧が推進されていますが、草地

の経年化による牧養力の低下や繁殖管理等の問題に

より放牧頭数が伸び悩んでいるのが現状であります。

そこで、当普及センターでは、H１８年度から相の

沢牧野において乳用育成牛の増体と放牧草地の関係

を明らかにし、草地の効率的な利用と発育向上を図

り、放牧頭数増加につなげることを目的に普及活動

を実施した結果、良好な成績が得られましたので紹

介します。

２．相の沢牧野の概要

岩手県滝沢村にある村営「相の沢牧野」は県庁所

在地である盛岡市の北西部、標高５００～６００mに位置

し、放牧地１７０ha、兼用地６０ha、採草地８７haの合計

３１７haを有しています（写真１、図１）。

平成２０年の牧野の利用農家戸数は１０２戸で、その

内訳は肉用牛繁殖経営７１戸（４０２頭）、酪農経営３１戸
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図１ 相の沢牧野

図２ 放牧頭数の推移

写真１ 相の沢牧野
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（３２９頭）となっています。

放牧頭数は、一時期減少したものの近年、和牛増

頭運動を契機に黒毛和種繁殖牛を中心に増加傾向に

あり、草地利用の効率化が喫緊の課題となっていま

した（図２）。

３．取り組みの経緯

まず、平成１８年に乳用育成牛の増体と牧野利用の

現状を調査した結果、１牧区当たりの面積が最大で

１０ha程度と広いことによる牧草の利用率の低下、

スプリングフラッシュ（春の生長盛期に牧草の伸ば

しすぎ）による余剰草の発生、放牧頭数の増加に対

応した効率的な草地の利用が問題点として明らかに

なりました。

課題を解決するためには、小牧区化、スプリング

フラッシュの抑制の実施が効果的と考えられたこと

から平成１９年に簡易な電気牧柵を利用した小牧区化

による牧草の利用率の向上と初夏施肥（春施肥の中

止）による牧草の季節生産性の平準化について取り

組みました。

その結果、放牧強度及び牧草利用率の向上、牧草

収量の平準化が図られ、放牧頭数増加への対応及び

発育成績向上が図られました。

４．小牧区化による牧草利用率向上への取り
組み

牧草利用率を高め栄養価の高い短草利用を図るた

めには、より集約放牧に近づける必要が考えられた

ため小牧区化に取り組みました。

牧区を区切る方法として、有刺鉄線ではなく、容

易に設置や移設ができる乾電池式電牧器とリボンワ

イヤーを利用し、既存牧区を活かしながら水飲み

場、庇陰林を考慮して小牧区化を行いました。

小牧区化の手順としては、ハンディGPSを用いて

開牧前に乳用育成牛の利用予定牧区を簡易測量し、

放牧頭数、牧草収量等を考慮して適正な牧区面積に

近づけるように放牧地の面積計算を行い図面化した

後、電気牧柵を利用して既存牧区を区切りました

（図３）。

また、牛に電気牧柵を認識させるために馴致牧区

を設置し、開牧後、数日間馴致放牧を行った結果、

脱柵することもなく、順調に放牧することができま

した（写真２）。
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図３ 簡易GPS測量による図面化
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平成１８年の乳用育成牛は５月中旬～６月下旬まで

の間、５牧区で合計３３．０haに放牧していましたが、

平成１９年は小牧区化により４牧区で合計１２．７haと

平成１８年の半分以下の面積で放牧できました（図

４、表１）。

実利用面積は平成１８年の約４０％の面積でほぼ同等

の日数、頭数を放牧することができました。

その結果、放牧強度を１２２．９CD/haから４０７．１CD/

haまで高めることができました。

１牧区当たりの滞牧日数は、平成１８年は５～９日

でしたが、平成１９年は極力短草利用を心がけて転牧

を行った結果、３～４日短くなりました。

平成１８年は１牧区当たりの面積が広かったため、

牧草の利用率が低く、牧草は踏み倒されて、ムダが

生じていましたが、平成１９年は、小牧区化すること

により利用率が高まり、牧草を食い込ませることに

より、短草利用が可能となり、牧草地の状態も良好

になりました。

５．初夏施肥による牧草の季節生産性平準化
への取り組み

今までは、４月、６月、８月に３回施肥していま

したが、春先の施肥は行わず、６月下旬、８月上旬

の２回施肥を行う「初夏施肥」を実施したところ、

６月のスプリングフラッシュを抑制することがで

き、牧草収量の平準化が図られました。また、後半

の収量も確保され、年間収量は平成１８年とほぼ同等

表１ 小牧区化の効果

牧区
数

利用
面積
（ha）

のべ
面積
（ha）

放牧
頭数
（頭）

のべ
放牧
日数
（日）

のべ
放牧
頭数
（頭）

放牧
強度
（CD/
ha）

Ｈ１８ ５ ３３．０ ３７．２ １０４ ３９ ４０５６ １２２．９

Ｈ１９ ４ １２．７ ３４．８ １１０ ４７ ５１７０ ４０７．１

※調査期間：５月中旬～６月下旬

表２ 牧草収量の季節推移

５月 ６月 ７月 ８月 １０月 合計

Ｈ１８ ２２５．０ ５３０．１ ８５．４ １０３．６ １９３．２ １１３７．３

Ｈ１９ ２３５．７ １６８．７ ２０１．０ １８２．３ ２７１．３ １０５９．０

写真２ 馴致放牧

■：乳用育成牛牧区（５月中旬～６月下旬）

■：牧草地

■：採草地

図４ 放牧初期利用牧区

図５ 牧草収量の季節推移
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の収量を確保できました（表２、図５）。

牧草の利用率は、平成１８年においてスプリングフ

ラッシュの影響により、６月の利用率が極端に低

かったものが、初夏施肥の実施でスプリングフラッ

シュが抑えられたことにより、利用率を高く維持す

ることができ、放牧期間を通しての利用率も２８．８％

から５４．６％まで高めることができました（図６）。

さらに初夏施肥を実施したことにより、平成１８年

と比較して年間の窒素施肥量が約４０％まで低減され

たほか、散布回数を３回から２回へ減らしたことに

より、労力の低減も図られました（図７）。

年間の収量には大きな差は認められませんでした

が、やや減収が見られたことから、施肥量について

はさらなる検討が必要だと思われます。

以上の取り組みの効果を確認するために、対象と

した開牧から閉牧まで放牧されていた乳用育成牛３９

頭の増体を調査した結果、放牧期間を通してDGは

０．７０３kgから０．７４８kgとなり平成１８年よりも改善す

ることができました（図８）。

このことからも放牧地の利用性を高めたことによ

り栄養価の高い短草利用が図られたこと、牧草の季

節生産性の平準化により余剰草の発生が抑えられ、

放牧後半の収量も確保されたことが、発育向上につ

写真３ 改善前の放牧状況（H１８）

入入牧牧直直後後

退退牧牧後後

写真４ 改善後の放牧状況（H１９）

図６ 牧草の利用率

図７ 窒素施肥量

図８ 乳用育成牛のDG推移
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ながったものと考えられました。

さらに継続して取り組んだ結果、平成２０年は発育

成績の向上が確認されています。

６．まとめ

今回の取り組みにより、小牧区化によって放牧強

度を高めることにより牧草の利用率の向上が確認さ

れ、小面積での効率的な放牧が可能であることが明

らかとなりました。

また、初夏施肥により、牧草の季節生産性の平準

化が図られ、肥料費及び労力の低減にもつながりま

した。

さらに、これら適正な管理により放牧頭数の増加

に対応できるようになり、発育成績も向上したこと

から、同じ面積でより多くの頭数を放牧できること

が示唆されました。

また、今回の取り組みについては、看視人の方か

らも電気牧柵の取り扱いやすさや放牧地の状態も良

くなったとの評価を得られました。

今後の課題として、施肥量、施肥時期の変更によ

る植生への影響を確認し、また、今回は５月中旬～

６月下旬までの限定した期間であったことから、全

放牧期間における牧草の季節生産性に応じた牧区利

用を検討する予定となっています。

７．現在の取り組み状況（現在進行形）

平成１９年の取り組みにより良好な結果が得られた

ため、平成２０年からはほぼ全ての牧区・牛群へ電気

牧柵の利用を拡大したほか、全ての放牧専用地で初

夏施肥を実施しています。

さらに現在、高張力鋼線を使用して既存牧区を２

～４分割にする工事が進められており、より集約的

な放牧に近づけることが可能になる予定となってお

ります（図９）。

今後、簡易草地更新機（作溝式）の活用により、

放牧草地への追播を順次行っていくことになってお

り、より一層放牧地の改善が図られる予定です。

また、岩手県では平成２０年度より「公共牧場リフ

レッシュ事業」と称し、各地域でモデル牧場を選定

し、関係機関で構成されるチームは地元と一丸とな

り、課題を明らかにし、その解決に向けた対策を実

践するなど、各地域で積極的に公共牧場への支援を

行っています。

８．おわりに

このような取り組みにより、放牧草地の効率的な

利用と放牧牛の発育向上が図られ、さらなる放牧頭

数増加につながることを期待しています。

また、今回の紹介事例が少しでも全国の公共牧場

のお役に立てれば幸いです。

図９ 電気柵設置予定図
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